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食物の嗜好傾向と性格に関する研究（I）

中　山　郁　子・藤　江 奏

Ikuko　NAKAYAMA　and　Susumu　FUJIE　Stud1es　on　the　Re1at1onsh1p

　　　between　One’s　Taste　for　Food．and．Persona11ty（I）

I　目　　　　　　的

　偏食および極端な好き嫌いなど，食物に対する嗜好の問題が，我々の肉体的健康に直接関連

があることはいうまでもないが，それのみではなく，その人の性格形成にも何らかの影響をお

よぼしているであろうことは容易に推察される。たとえば、自殺をするような人や偏くつな人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）（2）
には偏食する人が多いといわれるのもそのようなことであろう。

　このように食物の嗜好がその人の性格と何らかの関連性があるであろうと考えられているに

もかかわらずヲこの面についての研究はなされていないのが現状である。従って，本報におい

ては，この間題を取り上げ申学生を対象に男女の性別および年令別による嗜好の相異，およぴ

食物に対する嗜好傾向を調べ，同時に性格テストを実施してその嗜好との関連性について研究

をおこなった。その結果，いくつかの興味ある知見を得たので報告する。

1皿　調　　査　　方　　法

　調査対象は，島根大学教育学部附属申学校の昭和43年度在学生と昭和44年4月入学生合わせ

て男子354名，女子265名であった。なお，回収率は85％である。

　食物に対する嗜好調査は，日常　般に食されている食品164種を列挙し，それぞれについて

「大好き」から「大嬢い」まで5段階法により数字を記入させた。但し，「食べたことがない」

食品にはOを記入させた。

　回収された資料は，男女別，学年別，クラス別に集計し，各食品毎の平均を算出し各種統計

処理を行なった。

　性格検査は，矢田部1ギルフォート性格検査を用いた。

　調査は，昭和43年2月と昭和44年7月に実施された。

皿結果および考察・
1　食品の嗜好傾向ならびに相互関係

男女それそれの学年別嗜好傾向は，第1図およぴ第2図に示されるとおりである。
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52 食物の嗜好傾向と性格に関する研究（I）

　男女ともほぼ同じ傾向のグラフを示した。すなわち，嗜好度2以下については，学年による

変化は全くなく，嗜好度3，4，5では，学年があがるにつれて嗜好度が低下する傾向がみら

れた。この傾向は，女子より男子に顕著にみられた。

　各学年の男女別平均嗜好度は，第1表に示されるとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1表によれば，男子は1学年と3学年
　　　　　第1表学年別平均嗜好度

’べ’

男　　子

女　　子

1

3．92±o．17

3．76土0．07
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の間に，女子では1，2学年と3学年の間

にそれそれ有息の差がみとめられた。

　これらから，学年があがるにつれて嗜好

度が低下する傾向があると言えよう。

　年令別による嗜好度の変化については，
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　　　第1図学年別嗜好傾向（男子）　　　　　　　　第2図学年別嗜好傾向（女子）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
甘味に対する嗜好が年令とともに変化するという報告などもあり，今後，別の機会に対象者の

年令層をひろげてくわしく調査したいと思う。

　次に164の食品を20種類に分類し，各クラス毎に男女別の各食品群の平均値を算出して，平

均値の高い順に上から並べたものが第2表である。

　第2表から明らかなように，男女によって食品群の順序には若干のちがいがみられ，特に肉
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53秦申山郁子1藤江

類は女子に比べ男子によく好まれる傾向が特徴であった。

　全体的な傾向としては，甲殻類，菓子，嗜好品，果物，瓜類，卵などが好まれ，根菜，葉菜，

香辛料，魚貝類などは好まれない食品であると言えよう．。

　以下，各食品群について検討する。

　肉類，卵，乳およびその加工品における嗜好傾向は第3表に示されるとおりである。なお，

各食品の順序は男女あわせた平均の高い順に並べられている。以下の表についても同様である。

　肉類では，男女とも牛肉を最も好んでおり，ついで豚肉，鶏肉の群，そして鯨肉，レバー1

もつの群という3つの群に分けられるようである。なお，それそれの群間に明らかな有思差が

みとめられた。また，肉類平均嗜好度，豚肉，鯨肉およびレバー。もつで男女間に明らかな有

意差がみられ，いずれにおいても，女子より男子が高い嗜好度を示した。

　学年別には，全体として学年があがるにつれて男子では嗜好度が低下する傾向がみられたが，

女子ではそれは明瞭ではなかった。食品別には鯨肉に，男子の場合1学年と2学年の間に，女

第2表食品群別平均嗜好度

子女子

平均嗜好度
最高値 最低値 平均食品群

平均嗜好度
最高値 最低値 平均食品群

甲殻類 4．44 4．38 4．41

菓子類 菓子類 4．47 4．16 4．36
4．51 4．09 4．32

嗜好品 甲殻類 4．32 4．28 4．30
4．52 3．88 4．23

果
果 物 4．78 3．35

物
4．25

4．64 3．49 4．19 瓜 類 4．48 3．73
卵

4．22
一 一 4．18 卵 ■ 一 4．18

瓜 類 4．46 3．49 4．11 嗜好品 4．53
肉 類

3．83 4．16
4．60 3．39 4．01 きのこ 4．20

乳 類
3．86 4．03

4．61 3．09 3．98 乳 類 4．84 3．08

きのこ
3．96

4．18 3．71 3．95 いも類 4．13
穀 類

3．71 3．87
4．23 3．23 3．80 海草類 4．32 3．42 3．79

海草類 4．28 3．39 3．78 穀 類 4．36

いも類
3．15 3．78

3二95 3．64 3．72 いか。たこ類 3．98
いか。たこ類

3．01 3．66
3．94 3．21 3．67

一口↓

類
類 4．37貝

一
3．14 3．64

4．01 3．35 3．62
類

肉 類 4．47 2．93 3．62
旦 4．22 3．10 3．58 種実類 4．48 2．92 3．53

種実類 4．34 2．96 3．50
類

貝 類 3．72
魚

3．09 3．42
4．56 2．81 3．50

香辛料
魚 類 4．06 2．38 3．31

3．51 3．03 3．31
葉 香辛料 3．49

菜
2．93 3．26

3．96 2．70 3．24
根

葉 菜 4．08
菜

2．53 3．21
3．23 2．75 3．05 根 菜 3．36 2．87 3．17

（隷橿驚飾。夢携箪艦皐誤蔚のうち・賦最低を）

子の場合1学年と3学年の間に明らかに有意の差がみとめられたが，他のものにはそれほどは

っきりした差はみとめられなかった。

　乳類では，アイスクリームが最も好まれ，全食品申男子で1位，女子で2位を占め，ヨーグ

ルト以下の食晶との間に有意の差がみられた。

　練乳およぴ粉乳は。男女いずれにもあまり好まれず，他の食品との間に，叉，練乳と粉乳と
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54 食物の嗜好傾向と性格に関する研究（I）

の間にも有意差がみられた。このように，粉乳に人気がないのは学校給食による影響が多分に

あるものと推察される。なお，乳類における男女差はほとんどみられなかったが，牛乳におい

てはやや男子の方に好まれる傾向があった。

　卵は男女全く同じで，かなり高い嗜好度を示していた。

第3表肉類，卵，乳類の嗜好傾向

＼ぺ年

食品名＼　　1

男　　　　　　　　　子

2 3 平均 1

女　　　　　　　　　子

2 3

牛　肉4．70。』o．124．60士o．044．51士o．234．60士o．104．39士o．214．51。』0’144．51土o．21

豚肉4－32土o．144．24士o．134．06±O．35421士0133．74土O．143．77士o．163．77士o．18

鶏肉4．24土o．083．94士O．163．94士o．264．04士0，173．83土0，083．99士0，203．47士o．30

鯨肉4．07士0，393．42士0，043．67士o．333．72士0，333．34士o．293．27士o．292．84士o．18

レバーもつ　3．69土o．283．28士o．27　3．20士0，233．39士o．26　3．OO士o．20　3．08士o．ユ8　2．72士o．22

平　均4．21土O．093．93士o．063．90士0，214．01士o．173．67土o．063．69士0．ユ93．51士0．ユ4

アイス
　クリ＿ム　　4・65±0・24　4・59士O・21　4・59士0・20　4・61±O・04　4・81士0・15　4・81士0，09　4・90士0．07

ヨーグルト　4・45土O．32　4・26。』o．24　4．20士O．37　4・30士o．13　4．53。』O．30　4．31士o．03　4．27士o．24

ノマター4・30士O．304・18士0，113．96士O．264．15士o．174．29士o．144．13土O．194．13土O．24

と←　　　　撃L　　4・35士o．16　　4．08士o．31　3．89。』o．24　　4．11土o．23　　4．08士o．37　　3．81。』o．16　　3．59。』o．34

チ　ズ4・09二』0，274．02士0，163．84土O．203．98。』O．134．11士o．344．02士O．393．47士0．31

練乳3．93土o．133．54士o．243．40±o．253．62土o．283．57±o．453．61土o．og3．56±o．56

粉乳3．24土O．383．21士o．282．82土0，053．09士o．233．37土o．153．02士o．382．86士O．21

平均4．14士0，153．98±o．173．82士O．163．98士O．164．11士o．213．96士O．103．82士o．20

卵 4・33士o．10　4・21士0，14　3．99士0，19　4．18±o．17　4．30士O．24　4．16士0，30　4．09士o．24

平均

4．47士0，07

3．76士O．02

3．76士o．33

3．15士o．27

2．93士o．19

3．62。』0．10

4．84士0，05

4．37±0，14

4．18士0，09

3．81士0，25

3．87壬0，35

3．58士o．03

3．08士O．26

3．96士0．15

4．18士0．11

　栄養食品の代表といわれる卵と牛乳を比較してみると，男子では両者ほとんど同じ嗜好度を

示しているがタ女子では卵の方がより好まれているようであった。

　学年別の差異は，牛乳，練乳，粉乳などにおいて学年があがるにつれて嗜好度が低下する傾

向がみられた。

　第4表は魚類の嗜好度を示すものである。調査した魚類は28種にのぼるが，日常の食生活に

なじみの深いもののみを表に取り上げた。

　うなぎが男女とも一番好まれており，他の魚に対して有意の差がみとめられた。

　　般に，川魚は海魚よりも嗜好度が低いといえる。これは，こい，ふな，はせなど日常あま

り食する機会が少なく，なじみが薄いこと，川魚特有のくせを持っていることなどがその理由

であろうと思われる。
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　魚類全体としては，女子より男子の方に好まれており，特にうなぎ，ふぐ，あゆ，こいなど

では明らかな有思の差がみられた。また，男子では全般に学年があがるにつれて嗜好度が低く

なる傾向がみられたが，女子では1学年と2学年にはあまり差がなく，3学年になって低下す

る傾向があった。これは肉類における場合とほぼ同じ傾向であった。

貝類，いか，たこ類およぴ鳥獣魚肉加工品の嗜好傾向は第5表に示されるとおりである。

　貝類では，さざえが最も好まれ，他の食品との間に有思差がみられた。魚類と同様，貝類に

第4表魚類の嗜好煩向

＼学年　　男　　　　子
食品∴＼…　　　　平均 1

女　　　　　　　　　子

3 平均
■

う　な　ぎ 4．67士o．06 4．60土0．11 4．40士0．ユ5 4．56土0．14 4．02士0．27 3．99士O．27 4．18土O．40 4．06士0．10

さ　　　け 4．22土O．16 3．92士o．16 3．71士o．03 3．95士0．26 3．91士0．38 3．76士O．17 3．79士O．21 3．82。』0．08

た　　　い 4．09士O．13 3．71士o．11 3．66。』o．15 3．82士O．24 4．04。』o．30 3．74士0．14 3．74士o．46 3．84士o．17

ま　ぐ　ろ 4．04±O．30 3．82土O．13 3．73士O．13 3．86士o．16 3．52士O．27 3．82士o．21 3．43士o．08 3．59。』O．20

しらうお 3．87士0．17 3．76士o．11 3．77士O．16 3．80士O．06 3．60士O．22 3．88±0．17 3．41±O．30 3．63士O．24

か　れ　い 3．89士O．26 3．54士o．24 3．44士o．24 3．62士0．24 3．73士O．13 3．75士O．09 3．63士O．34 3．70士o．07

さ　ん　ま 3．85士O．36 3．74士o．Og 3．67士0．10 3．75士0．09 3．48。』0．30 3．86±O．13 3．31士o．25 3．55。』O．28

ふ　　　ぐ 3．90士O．29 3．67士O．20 3．76士O．25 3．78士0．11 3．30士O．42 3．59士0．30 3．56士0．23 3．48士o．16

さ　　　ば 3．86士O．ユ9 3．65圭0．27 3．45士O．21 3．65±0．21 3．54士O．30 3．67±O．12 3．29±O．23 3．50士O．19

ぶ　　　り 3．66±O．ユ8 3．51±O．1g 3．64士o．21 3．60土0．08 3．36±o．30 3．58士O．12 3．44士o．21 3．46土o．11

あ　　　じ 3．73士O．22 3．52±O．15 3．42士0．11 3．56士0．16 3．40。』o．15 3．78士0．17 3．27土0．28 3．48。』O．26

あ　　　ゆ 3．75。』0．27 3．54土o．og 3．54土o．31 3．61士0．12 3．02士O．21 3．30。』O．19 3．20±o．39 3．17士0．14

い　わ　し 3．48。』o．09 3．32士o．26 3．18士o．18 3．33士0．ユ5 3．17士O．19 3．35土0．22 3．16±0．17 3．23±0．11

とびうお 3．33士o．22 3．19士O．17 3．06。』o．12 3．19士0．ユ4 2．98。』o．32 3．29±0．18 3．02士0．19 3．10土0．17

は　　、ぜ 2．89士0．27 3．10士0．24 2．74士o．18 2．91士0．18 2．78士o．46 2．87土0．20 2．77±O．31 2．81。』0．05

平　　　均 3．67士O．18 3．46士o．Og 3．38士o．09 3．50士0．15 3．31。』0．15 3．44士0．09 3．19士O．ユ5 3．31士O．ユ3

おいても総体的に男子の方が嗜好度が高く，特にさざえ，あわび，かきでは明らかな男女差が

みられた。なお，学年別による差異はほとんどみとめられなかった。

　いか，たこその他においては，えび，かになどの甲殻類が最も好まれていたが，えびに男女

差がみられたのを除き，他の食品には男女差はみられなかった。また，いずれの食品にも学年

による差はなかった。

　調査した動物性加工食品7種のなかでは，ハムが好まれており，男女とも魚製品より肉製品

の方を好んでいると言える。全般的にみて，動物性加工品は，女子に比べて男子の方に好まれ

ている傾向がみとめられる。特にべ一コンにおいては，この傾向が明瞭にみられた、学年差は

男女ともはっきりとはみられなかった。
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56　　　　　　　　　　　　食物の嗜好傾向と性格に関する研究（I）

’穀類およびいも類の嗜好傾向は第6表に示されるとおりである。

　穀類では男女と。もマキロニ類（スパゲッティを含む），パンフめん類，白米飯，麦飯の順に

好んでおり・マカロニは他の穀類との間に有思の差がみられ，また，麦飯は一番好まれず白米

飯との間に有思の差がみられた。穀類全体としては，男女差はないが学年があがるにつれて嗜

好度が低下する傾向がみられた。この傾向は，・男子ではマカロニ，パン，めん類に，女子では

パンに明瞭にみられた。

第5表貝類・いか・■たこ類。加工品の嗜好傾向

＼学年　　男　　　　　子
食品名＼＼…　　　　平均 1

女　　　　　　　　　　子

2 3

さざえ4．02。』o．214．OO土o．164．02。』o．334．01±o．023．68土o．283．90±o．333．58±0．47

あわび3．74士o．133．72士o．193．79土o．303．75士o．043．37士o．333．42。』o．253．56。』o．38

はまぐり　3・70±o．203・58士o．19　3．48士o．10　3．59土0，11　3．49士o．25　3．41土o．11　3．33士o．27

しじみ3．65土o．173．60士0，213．41士o．173．55士O．ユ33．62。』b．243．24±o．273．33±0．ユ3

あさり3．59。』o．233．36土0，233．39±o．063．45±O．123．57士0，283．28士0，133．36士o．26

カ＞　き3・31士o．113・29。』o．123．44±0，293．35士0，083．07士o．323．09±0，463．11。』o．63

平均3・67士o．133・59士o．工o3．59士o．133．62士0，043．49士o．243．39士O．113．38土o．33

え　び4・53士0，104・42±0．ユ24．36士0，204．44土0，084．35士o．324．32士o．424．29士0．15

カ＞　　　　～こ　　4・47士O．10　　4・38。』o．10　　4．29士O．21　4．38士O．09　　4．37±0，22　4＝．17士O．34　4．30。』O．07

た　　こ　4・13士0，233．91士0，213．79士O．143．94士0．ユ74．19士o．294．11士0．エ63．65土o．28

し．、　　　　カ〉　　4・00士O．24　　3・84。』o．21　　3．71士o．13　　3．85±o．15　4．18士o．22　　3．99。』o．20　3．77士O．22

ハ　ム4・53士o．154・35土0，084．28士o．284．39。』o．134．32士o．204．34士0，203．91±0．24

ソーセージ　　4・36士o．ユ2　4・02±o．22　4・01土o．18　4．13士o．20　4．OO±O．26　3．98。』o．30　3．45士0．32

べ一コン　4・09土0，404・14土0，394・05士0，294．09士O．053．84士0，313．91±0，243．52土0．20

かずのこ　3・97士o．253．65土o．173．37士o．233．66土o．303．59士o．443．61士o．283．32士0．39

かまぼこ　3・71士0，34　3．45士o．14　3．46士0，19　3．54土o．15　3．70士o．16　3．48±o．103．39±o．36

ち　　く　　｝ま　　3・79士0，28　3．55士0，13　3．43士O．20　3．59±0，18　3．63士0，15　3．33士O．04　3．19士0．30

はんぺん　3．65土o．333．31士o．083．30±o．223．42士o．203．41±0．ユ93．39士o．ユ83．20士o．23

1平均
3．72士O．ユ6

3．45。』0，10

3．41。』o．08

3．40士0，20

3．40士0，15

3．09士0，02

3．42。』0．06

4．32士0，03

4．28士0，10

3．98士o．29

3．98士o．21

4．19。』0，20

3．81±O．31

3．76±o．21

3．51土o．16

3．52士0，16

3．38±O．23

3．33±O．ユ2

　いも類では，さつまいもが最も好まれていた。男子では，他の三食品との間に有思の差はみ

とめられなかったが，女子ではこれらの間に有思差がみとめられた。しかし，いずれの食品に

おいても，明瞭な男女差，学年差はみられなかった。

　種実類および豆類の嗜好傾向は第7表に示されるどおりである。

　種実類ではくりが，豆類では落花生がもっとも好まれており，男女とも他の食品との間に有

意の差がみとめられた。これら2食品は，日常　般には「おやつ」として食されることが多い
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58 食物の嗜好煩向と性格に関する研究（I）

で，たけのこからねきの青い部分の群，そして残りの葉菜という風に大きく3つの群に分かれ

るようである。なお，それぞれの群間に有思差がみられた。女子ではキャヘツとほうれん草の

間にも有意差がみられた。

　ねきの白い部分には男女差がみとめられた。

　根菜では，やはり人参が好まれず，男子でれんこんとの間に，女子では大根との間に有思差

がみとめられた。大根には男女差がみられたが学年差はいずれの食品にもみられなかった。

　果菜および香辛料の嗜好傾向は第9表に示されるとおりである。

果菜を瓜類とその他の物に分けられる。瓜類は，第9表に示されているようにその他の果菜

第8表葉菜、根菜の嗜好傾向
　　　　　　　　男　　　　　　　　　子

　　　　　　　1　　　2　　　3　　平均 1

女　　　　　　　　　子

2 3

キャベッ　4．19士O．203．95士O．083．75士O．263．96士o．224．12士O．274．08士O．034．04±o．21

ほうれん草　3．91士O．293．80士o．193．70士o．273．80士O．113．97士O．183．98士o．143．89±o．44

たけのこ　3．76士o．173．53士o．τ23．60士0，173．63±o．ユ23．65士o．213．70士o．183．54士0．25

たまねぎ　3．61士o．203．57士O．183．44士o．263．54士0，093．78士o．233．56士o．193．62士o．21

ねぎ（青）　　3．54土0，32　3．47士o．07　3．40士0，30　3．47士O．07　3．64士o．20　3．24土o．11　3．38±O．06

春　菊3．28士O．442．93士o．273・03士o．243・08士O．053・00士O．223．14士o．173．06士o．30

パセリ　3．21士0，363．04士O．2且3．12士o．183．12士o．073．18士o．163．02士O．372．72士o．07

ねぎ（白）　3．22士o．32　3．05士0，233．20士0，19　3．16士O．133．11士o．04　2．76士0，20　2．90士o．57

写乙　ら3．12士o．582．81士o．262．87士o．322．93士o．173．02士o，242．49±o．372．37士o．33

アスパラ　　　　　2．83士o．53　　2．68士o．34　　2．67士o．21　　2．72士o．08　　2．74±o．20　　2．74士o．18　　2．57：』o．41
　　ガス
にんにく　3．03。』O．382．76士O．202．71士0，202．83士0，172．67士o．432．64士O．282．29。』o．15

平均3．36士O．293．17士o．073．18士o．133．24±o．113．34士o．083．23士o．043．07±o．13

平均

4．08士o．04

3．95士0，05

3．63±O．08

3．65土O．12

3．42士O．20

3．07士O，07

2．97士O．23

2．92士O．18

2．63士O．35

2．68士o．10

2．53士O．21

3．21士o．14

ご　ぼ　う 3．45士O．23 3．20士O．04 3．03±o．24 3．23土0．21 3．46士O．12 3．37士0．08 3．21士0．26 3．35士0．13

大　　　根 3．18士O．27 3．26士o．12 3．15士O．37 3．20士o．05 3．36士0．34 3．41士o．10 3．30土0．25 3．36土o．05

れんこん 3．23士O．36 2．87士O．20 3．04土0．27 3．05土o．18 3．26士o．30 3．25士o．35 2．86士O．17 3．12士O．23

人　　蓼 2．82士o．24 2．79士o．15 2．63。』0．12 2．75士0．10 3．11士o．19 2．60士0．08 2．84士0．29 2．87士0．23

平　　均 3．17士0．26 3．03士O．06 2．96土0．17 3．05。』0．11 3．30。』0．12 3．17士0．10 3．05士0．17 3．17士0．13

より好まれているといえよう。男女とも，すいか，メロンがきゅうりとの間に，更にきゅうり

はかぼちゃとの間に有思差がみとめられた。瓜類はどちらかというと，女子に好まれるようで

あるが男女差のみられたのはきゅうりのみであった。

　瓜類以外の果菜では，トマトが一番好まれており，男子ではなすとの間に，女子ではピーマ

ンとの間に有意の差がみられた。果菜全体としては学年差はみとめられなかった。
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4 ･ 39 ~ o . 06 

3 ･ 50 ~ O . 26 

4 ･ 25 ~ o . 15 

~:~~~f~~l~ ~~:j~i}~~)~~~, ~~i~il~~J~~~~~f/u' c=~~~, ~:~~~ ~ ~ 5~~~ ~~~~:~~tL c~~* 

f~:~>~7C. ~*~~t~~)~~~qiC ~ ~~~~:, ~~~~F~1~~ ~~Lt~i:~>~1~. ' 
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60 食物の嗜好傾向と性格に関する研究（I）・

　果物については、第10表に示されるとおりである。

　第10表には，調査した果物17種のうち日常なじみの深いものをとりあげた。これらのうら，

いちこ1がもっとも好まれ，これはアイスクリームと並んで調査全食品の1，2位を占めていた。

果物は全般に好まれているが，日常食する機会の少ないざくろや多この表には取り上げていな

い，なつめ，あんず，ぐみなどは3点代の低い嗜好度を示していた。

　男女差のみられた果物は，みかん，はっさくで，男子より女子の嗜好度が高く，柑橘類は女

子に好まれるといえよう。

　学年があがるにつれて嗜好度が低下する傾向がみられたが，いずれの食品においても有思差

はみとめられなかった。

　きのこ類，海草類，嗜好品および菓子類の嗜好傾向は第11表に示される。

　きのこ類では，やはりまつたけが好まれており，男女ともしいたけとの間に有意差がみとめ

られた。これは，我々がまつたけを食する季節が限られその期間も短かく高価なことが大きく

第11表　きのこ類，海草類，嗜好品，菓子類の嗜好傾向

　　　　　　　　男　　　　　　　　　子

　　　　　　　1　　　　2　　　　3　　　平均 1

女　　　　　　　　　　子

2 3

まつたけ　4．22。』0，404．06士O．074．27±O．284．18±0，114．08士O．354．28士o．41423土037

しいたけ　3．73土0，39　3．68。』O．12　3．73士0，29　3．71士0，04　3．89士O．33　4．03士O．32　3．65士0．09

平　均3．97士O．333．87士0，064．00士0，223．95士o．073．99士O．344．16±0，363．94±0．20

浅草のり　4．48士o．254．24±O．174．11士o．294．28士o．194．34士o．124．31±o．074．32士o．30

わかめ4．07士o．143．84士O．103．83士o．203．91。』o．144．04士o．124．07士o．203．76士o．33

こんぶ3．78士o．123．58士0，263．62士0，223．66士o．113．74士O．223．68土o．153．47士o．33

もずく3．56土0，283．46士0，253．16士0，023．39士0，213．52士0，123．86士0，283．38士o．21

ひじき3．45土0，183．57士O．463．25。』0，183．42士o．163．42士0，263．57士0，143．28士0．57

平　均3．89±o．153．80±0，173．64士0，173．78士o．123．79士0，113．91±o．163．66±0．25

紅　茶4・66±O．174．45士o．184．30士O．254．47士0，184．61土o．154．45士o．164．53士0．23

コーラー　4．63士o．22　4．55士0，11　4．35士o．29　4．51士o．14　4．29士0．2工　4．36土o．323．91±o．39

コーヒー　4．69±o．05　4．54士o．13　4．33士o．30　4．52士o．18　4．21±o．31　4．19。』o．354．08士o．51

麦　茶4．39士o．104．15士0，103．97±0，374．17±o．214．43±o．074．14士0，084．38士0．16

ココア4．58土o．184．31土0，184．08。』O．264．32士O．134．29±o．334．23⊥O．253．90士o．45

玄米茶4．10士o．254．02土0，073．67±0，353．93±0，234．13±0，074．19壬o．284．06士0．08

番　茶4．12士O．073．94士o．033．79±o．333．95±o．173．92±o．263．90士o．213．83±o．10

緑　茶4．02士O．183．88士o．173．74士o．243．88土o．143．70壬o．273．87士o．183．92士o．11

葉子類4・47士o・224・33士o・124・16土o・1814・32士o・184・51土o・314・44士o・224・12土o・26

平均

4．20士o．10

3．86士o．19

4．03±O．12

4．32。』0，03

3．96。』0，17

3．63＝』O．14

3．59。』0，25

3．42±o．15

3．79士0．ユ2

4．53±O．08

4．19士o．24

4．16土o．07

4．32士0，15

4．14士O．21

4．13士0，06

3．88±o．05

3．83士o．ユ2

4．36士0．21
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影響しているように思われる。

　海草類では，浅草のりと青のり，わかめと岩のり，こんぷ，あらめ，もずくおよびひじきと

いう3つの群に分けられ，それぞれの群間に有意差がみとめられた。

　きのこ類，海草類のいずれの食品にも男女差，学年差はみられなかった。

　嗜好品では，コーヒーが男子に，紅茶が女子にもっとも好まれ，縁茶が一番嬢らわれていた。

男子はコーヒー，コーラーおよび紅茶の群とその他の食品とはっきり分けられ，この群間に有

意差がみとめられた。女子では紅茶がぬきんでており，コーラーから玄米茶の群，番茶と緑茶

の群と3つに分けられ，ここでもそれぞれの群間に有意差がみられた。

　コーヒーに男女差があり，コーヒー，ココア，麦茶では男子に学年があがるにつれて嗜好度

が低下する傾向があった。

　菓子類は，男女ともよく似た嗜好度を示した。

　調味料およびその他の加工品については第12表に示されるとおりである。

第12表　調味料，その他加工品の嗜好傾向

マヨネーズ　4．26士o．19　3．93士o．17　3・77±0，31　3・99±o．25　4・11士o．12　4・23士o．21　4・02±o．17　4・12士o．11

ケチャップ　4．17±0，35　3．94士0，15　3．68士0，29　3．93士0，26　3．96士0，12　4．05±O．17　3．79±0，19　3．92士0．13

ソース4．18士O．333．91士o．103．70士o．483．93士o．243．73土O．223．87。』O．163．81士o．213．80。』O．07

しょう油　3．87±o．28　3．64±o．04　3．52士o．23　3．68±o．183．66士O．14　3．72士o．25　3．80土o．24　3．72±o．08

味階3．83士o．163．79。』o．143－47。』o．213．70士o．203．68士o．153．55士o．063．51士o．243．58士o．09

　酢3．62士o．563．25士o．303．16士0，243．34士o．123．67±o．183．94士0，093．78±o．ユ83．80士o．14

つけもの　3．78士0，173．66士0，213．63士0，313．69±0，084．09士O．283．98士o．273．60士0，403．89士0．26

あぷらげ　3．91土o．323．77士O．173．64士0，273．77±0，14　3．66±O．193．79士o．243．57士0，17　3．67士0．11

とうふ3．87土o．223．82±o．133．67士0，283．79土0，103．73士0，253．64±o．163．41士0，353．59士0．17

梅ぽし3．82土o．373．39土0，173．43士0，183．55士o．243．78士O．253．91士o．083．47士0，233．72士0．23

こんにゃく　3．53士0，39　3．22士0，22　3．13。』0，16　3．29士0，21　3．26士0，38　3．76士0，18　3．17±o．28　3．40。』0．32

なっとう　3．58士o．11　3．28士o．10　3．09。』0，19　3．32士O．25　3．29±o．48　3．29士o．24　2．61士O．59　3．06士0．39

こうや
　どうふ　3・51土o・31　3・28士o・20　3・32土0・40　3・37土0・12　3・27±o・19　3・26士o・23　3・15士0・21　3・23士o・06

　ふ　　　　　3．58士0，29　3．23士O．16　3．05士0，21　3．29土O．27　3．31士0，28　　3．14土o．17　2．84士0，21　3．10土O．24

　調味料では，しょう油や味噌に比べてマヨネーズやケヂャップが好まれていることが注目さ

れる。男子は酢，女子は味噌を敬遠しており，他の調味料との間に有思差がみとめられた。

　男女間には酢に有意差があり，これは果物の中で柑橘類が女子に好まれていることと関係が

あるのではないかと思われる。学年差はみられなかった。
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62 食物の嗜好傾向と性格に関する研究（I）

　その他の加工品の申で注目されるのは，男子はやはり植物性蛋白質食品のとうふやあぶらげ

を好んでいること，女子はつけものや梅干しの嗜好度が男子より高いことであろう。男女差，

学年差はいずれもみられなかった。

　以上，各食晶の嗜好傾向をみたが，次に，各食品群間の相互関係はどうかみていくことにする。

　食品群間の嗜好の相関の有無については，クラス毎に個人の各食品群別平均嗜好度を用いて

スピアマン係数により検定を行ない，有意差のみられたクラスの数をもって判断を行なった。

つまり，16クラス申，半数以上のクラスが5％の有思でもって差がみとめられる場合を相関が

あるとみなした。

　このようにしてもとめられたものを図式したものが，第3図わよび第4図である。

。葉菜　　　　　　根菜
　　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌻

　　　　　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　魚姦し一一亙1㌧いも類
　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　自　　！、
　　　　　　　　　　　　＼　　　海草類　　q、、、　　1　！　　　＼
　　　　　　　　　　　　　・1　　　　　　　　　　　、、～、、　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、㌧o～　　曳　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、勾
　　　　　　　　　　　　　　　　　よ一＿o＿＿　なす。トマト
　　　　貝類　饒“叩　　　　　＼　　　　ピ＿マン　　　　うり類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　、　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔　　、　　　　　　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔　　㌔　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　いか、り　　　　＼＼　　／
　　　　　　たこ　　　　　　　＼＼　、
　　　　　　　＼、　　　　　＼／
　　　　　　　　　、　4
　　　　　　　玄　　　嗜好品　果物

第3図　男子における食品嗜好度の相互関係

葉菜　　　　　　　根菜

貝類

魚類

なす。トマト

ピーマン
うり類

いか
た　こ

，匝亙
　　　　　　　　区

嗜好品

果物

第4図　女子における食品嗜好度の相互関係
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　非常に高い相関がみられた食品間を実線で示した。

　第3図および第4図から明らかなように，食物の嗜好は，肉を好む者は他の動物性食品をも

好むとは必ずしも言えないということで，それよりも魚類，貝類，いか1たこ類のグループ，

葉菜，根菜，いも類，瓜類，その他の果菜，果物のクループというように，性質の似たものの

間に高い相関がみられた。

　この傾向は，男子の方により強くあらわれた。

　肉類は，男女ともいずれの食品との間にも相関がみとめられなかった。更に女子では，香辛

料，いも類，乳類も他の食品との間に相関がみられなかったこと，いずれの食品も他の食品と

の相関が低いことが注目される。

　第13表は，平均嗜好度との間の相関をみたものである。

第13表平均嗜好度との相関
　　　　食品名　肉　乳　魚．い・貝　葉　い　根　瓜なそ香果　海　嗜　豆
　　　　　　　　　　　　　　た　　　　　も　　　　すの辛　　　草　好
性別　　　類類類かこ類菜類菜類。他料物類品類
男　　子121516121316141313121313161513
女子6131511121381291110910910

　　　　※　有意差のみられたクラスの数

　男子は，いずれの食品とも高い相関がみられたのに対し，女子では，15の食品のうち10の食

品群においてのみであった。

　このように，男子では平均嗜好度の高い者は，どの食品にも高い嗜好度を示しているといえ，

好みの差が少ないとみることができるが，女子では好みがそれぞれの食品で独立している傾向

が強いように思われる。

　2．性格との関連性について

　性格検査は，前述のとおり矢田部・ギルフォード性格検査法を用いた。

　この検査から，対象者全員について12の性格特徴の粗点をそれぞれ算出した。

　次に，食物嗜好と性格との関連をみるために，全対象の平均嗜好度ならびに各食品群の平均

嗜好度を020～030の間隔で度数分布させ，上位およぴ下位からそれそれ60名前後を抽出した。

　この抽出された2群について矢田部1ギルフォード性格検査による性格の平均プロフィール

を描き，各群間において相異のみられるいくつかの性格特徴についてX2検定を行なった。

　結果は第14表および第15表に示されるとおりである。

　まず，対象となった申学生男女の性格の平均は，第14表およぴ第15表からあきらかなように，

男子は平均的なA型を，女子はやや積極性のある平均型のAD型を示した。

　平均嗜好度ならびに各食品群での性格類型は，男子は上下2群ともA型がほとんどであり，

卵上位群のみがAD型で女子の性格類型に近い型を示したと言えよう。

　いか・たこ類，貝類，いも類および果物の上位群と香辛料の下位群はA1型であった。
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第14表

　食物の嗜好傾向と性格に関する研究（I）

男子における平均嗜好度ならびに各食品群のY・G得点

平　　　　　均

平均嗜好度

肉　　　　類

乳　　　　類

卵

魚　　　　類

いか。たこ類

貝　　　　類

葉　　　菜

根　　　菜

い　　も　類

瓜　　　　類

なすトマト・
ピーマン

香　辛　料

果　　　　物

海　草　類

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上f立群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

7．19

7，33

6，84

8，96

8，65

7，24

8．17

6，65

7．92

7，22

7．67

6，67

7．06

7，05

8．74

8，11

8．00

7，60

7．17

7，76

7．16

7，64

7．64

7，42

7．48

8，01

6．75

7，07

8．29

7，71

7．42

　　I　N　0

8，646，237，207，666．90

　　l　　　l　1
9，256，537，768，538．48
。．。。I。．。。1。．。。I。．。。！。．。。

　　1　l　l　1
9．。9I6．。2。．。。！8．。1。．88

…；・…1・・・・・…．・…

8・435，736，887，397，59

9・506，837，856，487．52
　　1　1　1　1
67615536，50

　　6，867．46

7，166，74

7，606．94

7，905，907，297，84

9，547，897，548．18

7，64

7．16

8，336，056，787，746，77

8，376，237，147，326．63

　　　　7，177，977，48

9・877・号78・128・247・46

889，6，027，678，237，81

9，407，047，288，306．85

8，395，777，327，737，56

9，126，787，638，226．88

8，315．7064418，577，76

8，615，656，718，266．61

9，246．07728180917，70

9，017，037，318，157．27

・・・・・・・・…喰・・，・…

8，427，186，746，786．98

8，286，197，777，847，42

8，756，566，727，536．70

8，565，29　　　7，877．24
　　※
9，917，948，408，777．24

84516，167，228，237，47

8，736，908，007，826．92

10．61

13，08

9．73

11，10

9．82

10．82

10．56

10，95

8．89

11．36

11．30

11，09

9．23

11．32

11．35

11．61

10．77

10．79

10．59

11．30

10．23

11．27

10．49

11，68

9．56

10．63

10．56

9．60

10，74

9．36

11．75

11．28

10．03

11．73

10．61

11．57

11．27

11，90

9．93

12．35

11．13

12．08

11．01

11．62

10．87

11．11

11．21

11．31

11．92

11．23

11．48

11．72

11．39

10．95

10．58

10．73

11－89

12．85

10．54

10，85

9．74

12．24

12．25

11．96

12．21

12．23

12．59

12．38

12．20

11．78

12．25

12．49

12．81

11．30

12．17

12．57

11．91
※

13．09

10．66

13．02

11．79

12．61

12．18

12．51

12．03

11，74

12．16

12．62

12．50

11．74

11．90

10．73

10．66

11．28

11．21

10．49

10．79

11．25

10．63

10．89

10．75

10．42

10．52

11．18

10．87

10．75

10．24

10．39

10．89

9．90

11．71

10．94

12．10

10．76

11．10

11．18

11．18

10．82

11．89

10．79

11．24

10．50

10．57

10．87

12．03
※

　8．83

11，65

　7．94

12，24

　9．85

11，77

9．87

工2・39

10．77

11，56

9．87

11．40

10．12

11，82

9．64

11．18

10．05

12．30
※

　9．74

11．15

10．24

11．60
※

　9．92

11．74

10．14

12．63
※

　8．93

11，31

9．19

13．59

14．30
※

11．79

工3・77

11．88

14．63
※

12．63

14．40

12．88

14．16

13．43

ユ4・42

12．61

14．14

13．92

14．35

12．66

13．94

12．85

13．66

13．48

13．97

13．12

14．17

12．26

13．85

13．47

15．12
※

11．91

13．27

12．07

A

A
A

A
A

A
A

AD
A

A
A
A■

A
A！

A

A
A

A
A
A／

A

A
A

A
A

A
A／

A！

A

A
A

sokyu

sokyu
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第15表　女子における平均嗜好度ならびに各食品群のY．G得点

平

平均嗜好度

肉　　　類

乳　　　類

卵

魚　　　類

いか・たこ類

貝　　　類

葉　　　　菜

根　　　菜

い　　も　類

瓜　　　　類

なすトマト・
ピーマン

香　辛　料

果　　　　物

海　草　類

均6，898，346，316，506，875．50

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

上位群

下位群

6，497，875，676，697，385，95

7，138，746，285，467，545．57

6，207，856，636，617，416．39
　　1　1
7・37187216916・816・214・93

llll；1簑1111；1：llll’lllll：l

　　　l　l
　　　l　l　16，928，196，626，846，705．56

　　　1　1　1
6，488，355，726，707，375．56

6，298，065，766，256，905．51

　　　　　1116，458，285，776，026，605，68
　　　　　1　；　1
………■・…1・吐・・1・…

7・58｛9・02I6・79－6・7017・7215・66

　　　l　l　　　17，047，426，386，467，426．15

　　　　　1　　1
6637，976，395，806，635．39
　　　　　1　　　　1

6，978，275，856，117，565，38

7，178，865，935，947，345．77
　　　　　1　　　　1
　　　l　l　1　16　637，506，206．52．7，326．16

　　　1　1　1　1
7，138，546，086，357，625．58
　　　1　　1　　　　1
620■7761630■6306941537
　　1．1’1’1．1’
7　108　966　346　406，785，51
　　1’i’1．　　1

　　　　　　　l　　　　　1
上位群7798，686，52　　7，686．11
下位群6287，745，614，786，591正95

　　　　　　　l　　1
上位群772843690■7，177，976，20
　　　　　　　1’
下位群6688，635，515，796，745．38

上位群611
下位群674

8．05，5．56■6，767．1515．29

。．。。1。．。。1。。。。．。。，。．。。

　　l　l’　　1
上位群7481850，

下位群624917

上位群783
下位群737

6，486，857，676，13

5，265，486，215．26

7．89I6，717，067．6315．73

　　j　　　　　l
1798I5965・417・12，6・23

・・・・・…1・…1・・・・・…

10．18　12，54

9．39　10．65

9．85　11，24

9．19　10．79

9．43　11．O0

9．52　10．33

9．59　11．08

10．63　11．50

9．98　11，96

9．70　10．43

10．43　11，44

9．17　10．42

101211202

9．36

10，18

9．89

9．64

9．98

11．77

10．91

11．52

10．02　10．81

9，58

9．82

9，69

8．93

9．96

979，

10，03

9．54

9．52

10．121

10，27

9．47

10．86

11．28

10．79

11．09

10．72

11．40

11．61

10．49

10401

11・881

10．57

10．37

1！．15

12．07

11．27

10．95

10．69

10．62

10．64

11．61

10．84

12．09

10．62

11．45

10．88

11．73

10．67

12．36

10．57

11．27

10．91

11．41

11．60

10．54

10．70

11．26

10．89

11．79

11．17

11．14

10．47

12．03，

10　97　12　15

1254　1007

11　66　10．61

121410601

1378　AD

1474　　D！
※

1333　　D／

1383　　AD

1386　　AD

11　10　10　73　13　49

11　48　10　07　13　10

AD
AD

112310941354　　AD
118011241437　　AD

113711731402　　AD
122110831400　　AD

115311321393　　AD
1179　9831381　　AD

10．4610021388　　AD
12．91　9881355　　D！

110011801439　　AD
124311．461439　　D／

秦｝O・7711041389AD
12．1310251369　　AD

11．5810591380　　D！

11．8710651347　　AD

11．3410．761403A
12．2011．761367　　AC

10．6110．1613．80　　A！
勇

12．2311．6214．38　　AD

10．8912．1614．10　　AD

12．8711．0213．64　　D！

11．O010．9614．00　　AD

12．4311．7414．26　　D！

工1・18

12．51

10．7613．76　　AD

1O．3714．16　　D／



66 食物の嗜好傾向と準格に関する研究（I）

　女子では，平均性格のAD型がほとんであるが，平均嗜好度上下群，貝類，葉菜，香辛料，

果物および海草類の下位群，いも類の上位群が安定積極型の準型であるD！型を示した。

　瓜類は，上下2群とも他の食品群と全くことなる類型を示した。すなわち，上位群のA型は

平均型であるが，下位群のAC型は，男子にもみられない類型であり，これだけの資料では断

言できないが，瓜類を好まない女子は，やや消極的であると言えそうである。

　次に性格特性についてみると，男子の場合，主導性因子である杜会的指導性Aと杜会的外向

性Sが，12の性格特性の申で食物の嗜好との関係において一番多く相関がみ・とめられた。これ

らA，Sにおいては，嗜好度の高い上位群が嗜好度の低い下位群より右よりの高い得点を示し

ており，例えば，肉を好む者は好まない者より社会的指導性があり，誰とでもつきあうことの

できる性格の持ち主であると言えよう。

　次に関係の深さがみられた性格特性は，杜会的不適応因子ならびに活動性因子である攻撃性

Agと衝動性因子の活動性Gであり，この2特性においても上位群が下位群より高い得点を示

した。

　その他，情緒不安定因子の回帰性傾向C，劣等感Iおよび神経質N，非内省性因子ののんき

さRと思考的外向性丁などにおいてもわずかであるが関係がみとめられ，これらにおいては，

A，S，Ag，Gとは逆に上位群が下位群より左よりの低い得点を示していた。

　つまり，嗜好度の高い者は低い者に比べて，D類型一安定積極型に近い傾向であると言えよ

う。

　一方，女子の場合、食物嗜好と一番関係が多くみとめられた性格特性は，非内省性因子の思

考的外向性丁で上位群が下位群よりも左よりにみられた。

　衝動性因子ののんきさRおよび情緒不安定因子の神経質Nでも若干の相関がみられた。

　女子では，男子と逆に嗜好度の高い者は低い者よりプロフィールがA類型一平均型に近い傾

向を示していると言えよう。

　ごのように，男子で相関が高くみられた性格特性Aは，女子では全然相関がみられなかった

こと，逆に，思考的外向性丁は男子に比して女子の方に多く相関がみとめられたことは注目さ

れよう。

w　要　　　　　　約

　申学生の食物嗜好の実態と嗜好にお’ける食物相互の関遠性ならびに食物嗜好と性格との関連

について調べるために，本調査は附属申学校生徒を対象に実施された。

　その結果を要約すると次のようであった。

　（1）全体的な傾向として，甲殻類，菓子，嗜好晶，果物，瓜類，卵などが好まれ，根菜，葉

菜，香辛料，魚貝類などは好まれていなかった。

　（2）食物嗜好の度合は，学年があがるにつれて低下する傾向がみられた。特に，牛乳，粉乳，
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練乳，鯨肉，マカロニヲパン，めん類，コーヒー，ココア，麦茶などにおいては明瞭にみとめ

られた。

　（3）男女の性別により，ことなった嗜好傾向がみられた。すなわち，動物性食品は全体的に

女子より男子に好まれており，果物，果菜，きのこ類；根菜，いも類は男子より女子に好まれ

ているといえる。

　（4）アイスクリームがもっとも好まれていた食品である。

　（5）嗜好における食品相互の関係は，魚類，貝類，いた・たこ類，海草類の群，葉菜，根菜，

いも類，瓜類，なす，トマト。ピーマン，果物の群というふうに性質の似たものの間に高い相

関がみとめられた。なお，この傾向は，女子より男子の方に強くみられた。

　（6）平均嗜好度ならびに各食品群での性格類型は，男子にA型、女子にAD型が多くみられ

た。

　（7）食物嗜好との関係で一番多く相関がみられた性格特性は，男子では主導性因子である杜

会的指導性Aと杜会的外向性S，女子では非内省性因子の思考的外向性丁であった。

　以上であるが，今後、対象年令層や調査地域の拡大によって，これら結果の信ぴょう性を追

求してゆきたい。また，食物嗜好がその調理法によってどのように変化がみられるかについて

も追求するつもりである。

　最後に，本調査のため種々のご便宜を計っていただきました島根大学附属申学校教官各位に

深く謝意を表します。この報告は昭和44年度およぴ昭和45年度の日本家政学会申四国支部総会

において発表した。
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